
経営に よく効 く「休暇」
～企業の活力を引き出す30社 の事例～
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「旅=非 日常」は従業員への投資。有給休暇 100%取 得の徹底で従業員て
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― 十 一 一 ― ― ― ― 十 一 ― ― 十 一 十 一 十 一 ― 一 一 一 一

却 回 日 幡 盟 脚
1

年度初めの有給休暇取得計画で、取得率の低い職種の状況を改善。メリハリのある働き方を推進。

化 学 /三 井 化 学 株 式 会 社 ―一 一 ― 十 一 ― ― 十 一 一 十 一 一 ― 一 一 一 ― ― ― ― 十 一 中
8蔵 剖 ,1日 匡 ヨ a13

休暇取得を可能にする時間づくりと余暇を活用するヒントの提示を軸に、休みづらさの解消を目指す。

医 薬 品 /第 一 三 共 株 式 会 社
―― ― ― ― 十 一 十 一 十 一 十 一 ― ― 十 一 ― 一 ― ― ― ― ―

却 置回 □召 脚 5

生命関連産業こそ最高レベルの安全衛生を。委員会を設置し、報告義務を課すことでPDCAを 機能させる。

医 薬 品 /ア ス トラ ゼ ネ カ株 式 会 社
…… … … … … … … … … … … … … … … … … … … …

モ 題 証 コ十口 四 □ 317
休暇制度を超えた独自のCSR活 動が、社員の活性化を生み出した。あわせて、継続的な制度への取り組みで成果アツプ。

医 薬 品 /中 外 医 薬 生 産 株 式 会 社 ―一 一 ― ― 十 一 十 一 十 一 ― 十 一 十 一 一 一 一 一 一 十 一― 裂司 日■ 区 選 脚 9

会社が有給休暇取得日を設定。生産性が向上し、有給休日霞を取得じやすいムー ドも生まれた。

工 作 機 械 /株 式 会 社 岡 田鉄 工 所 ―― 十 一 ― 十 一 十 一

務効率も向上した。
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取得率の低い中小の製造業で年間 3書Jの有休消化に挑戦。休むことで業

電 設 資 材 /末 来 工 業 株 式 会 社 ― ― 一 ― 十 一 ― … … … … … … … … … … … … … … … …
… 口 ■ 轟 □ '23

年間公休 140日 、残業原則禁止。社員の
“
やる気

"を
引き出し高い生産効率と収益力を実現。

輸 送 用 機 械 /ダ イ ハ ツ エ 業 株 式 会 社 ― 十 一 十 一 ― … … … … … … … … … … … … … …
モ 題 露 コ1露Etta25

勤続5年 ごとの年次有給休1段の連続取得を制度化するなど、メリハリのある風土を意識した休暇取得促進策を実施。

精 密 機 械 /株 式 会 社 カ ミ テ
ーー ー ■―― 十 一 十 一 十 一 ― ― ― 一 一 ― ― ― ― ― ― ― ―

皿 口 ■ 詔 □ '27

担当部門以外の業務もこなす 「多能工」に育てることで全社員の休暇を取りやすく。

システム開発 /NECソ フ ト株式会社 ―十 一 十 一 … … … … … … … … … … … … … … …
即 口巳憂□)29

同債への遠慮による休みづらさを、「上司お墨付き」の制度で解消し、取得率の低い職場の努力を後押し。

システム開発/伊 藤忠テクノソリューションズ株式会社 ―… … … …… … … … …… … … …
ほ蔵調,1回匡四回 31

“
旅行権

"付
きの休暇制度など新しい施策を次々と実行する姿勢が 60～ 70%の 高い有休取得率を生む。

シ ス テ ム 開 発 /日 立 ソ フ トウ ェア エ ン ジエ ア リン グ株 式 会 社 ―― ― ― 十 一 ― … … … … …
即 日 田 ヨ ロ ,33

プロジェクト休暇という明快な名目が有休を使いやすい空気を醸成。離職率は半減し、業績も最高益を実現。

シ ス テ ム 開 発 /株 式 会 社 富 士 通 ワイ エ フ シ ー ー十 一 ― 十 一 一 一 ― ― ― ― ― ― ― ― 十
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在宅勤務制度の導入で業務にメリハリが生まれた。休暇取得や人材確保にもつながる。

情 報 通 信 /日 本 ATM株 式 会 社 ―十 一 ― 十 一 ― 一 ― 一 ― ― ― ― ― 十 一 ― … … … … …
E琵 調 コ十日 図 回 a37

誕生回休暇制度、最長2年 の育児休職制度など現場の声を重視した施策の実行で、離職率 180/。を実現した。
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食品小売業 /オ イ ン ックス株式会社 ―― ― ― 十 一 十 一 … … … … … … … … … … … … …
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「作る人」と 「食べる人」をつなぐ企業の社員として必要な体験を補助金付きの 「食の休暇」で実現。

小 売 業 / 株 式 会 社 長 品 計 画

― 十 一 十 一 ― 一 一 ― ― 十 一 十 一 ― 十 一 十 一 ― 一 一 一 一

帥 口 回 昭 回

4 3

ノー残業のヒントとなつたのは、育児で時短中の女性の働き方。全社的な効率化で 18時 30分 一斉退社へ。

百 貨 店 /株 式 会 社 高 島屋 ―― ―一 十 一 ―十 一 十 一 十 一 ―一 一 ― 一 ― ― ― 十 一十 一 ― ―
t因□田 筋 口 密 n45

生活に密着した商品を扱うからこそきちんと休んで、普通の毎日を過ごす。常にトレンドを追いかけることが大切。

子 供 服 /株 式 会 社 ナ ル ミヤ ・イ ン ター ナ シ ョナ ル ーー ー ー ー ー ー ー ー ー 十 一 十 一 ― ―
即 口 E翌 ■ 47

同じ商業施設内にある複数の店舗を 1つのユニットとして考える。店舗同士の協力で長期休暇が可能に。

信 用 金 庫 /の と 共 栄 信 用 金 庫

― 十 一 十 一 一 ― ― ― ― ― ― 一 十 一 十 一 … … … … … … …
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人材育成のプロジェクトから生まれた休蝦制度、サポート体制、学ぶ風土が、「のとしん」の末来を創る礎となつた。

飲 食 店 / 株 式 会 社 ラ
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ー ー 十 一 十 一 一 ― 一 ― ― ― ― ― 十 一 十 一 ― 十 一 十 一 一 ―

ほ 蔵 刊 コ 1 目 田 ■ 旬
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計画的な休服の取りづらい飲食業で 「全員が公平に休む」制度を導入、人材定着率にも手応えあり。

宿 泊 業 /株 式 会 社 ホ テ ル 東 洋 館 ―一 一 ― ― ― ― ― ― ― 十 一 十 一 十 一 一 一 ― ― ― ― ―
E慰 茜 コ|■田 ■ a53

休日を織り交ぜた研修旅行を設定し、宿泊業従事者として欠かせない 「オフとしての旅」を経験する機会に。

宿 泊 業 /株 式 会 社 ホ テ ル 南 風 荘 ―― ― ― ― ― 十 一 十 一 十 一 十 一 一 ― ― ― ― ― ― ―
■ 虜 肥 訂|■EEヨ 55

休暇制度は社員満足度向上の手段。「誕生日休服」と人材教育の導入で休暇取得のしやすい環境を整備。

旅 行 業 /株 式 会 社 エ ア
…
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ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 十 一 十 一 ― ― 十 一 一 一 一 ― ―

E蔵 調 , 1■ 区 ■ a 5 7

社員の休暇旅行を奨励することで、仕事に活かせる 「見聞」を広げさせ、プロ意識を高める。

デ ザ イ ン /株 式 会 社 翔 栄 ク リ エ イ ト

ー 十 一 一 ― ― ― 十 一 十 一 十 一 ― ― 十 一 十 一 一 ―

E繭 調 , 1■ 【 E a 5 9

業 務 の 効 率 化 、 組 織 力 強 化 の た め に 最 長 1 6 日 間 の 連 続 休 暇 制 度 を 導 入 す る

“

発 想 の 転 換

J 。

w e b デ ザ イ ン /マ ル キ ン ア ド 株 式 会 社

― 一 ― 一 十 一 ― 十 一 十 一 十 十 一 一 一 一 一 一 ―
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最長 1カ月の大胆な長期休暇制度。旅行で得た社員の経験はデザイン会社としての貴重な財産に。

機 器 リー ス /拓 新 産 業 株 式 会 社 ―一 一 一 ― ― ― ― 十 一 ― ― ― ― 十 一 一 一 ― ― ― ― ―
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20年 前より週休 2日 を実施。新卒採用の不振をきっかけに休暇制度の充実を検討。               タ
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「バブル期の真っ只中、大卒新卒採用

の主流は合同説明会でした。ちょうど新

卒社員を採用したいと考えていたため、

弊社も参加を試みたので抗」

同社が現在のような充実した職場環

境を整えるきっかけとなったのは、この

ときだつたと拓新産業株式会社の藤河

次宏代表は語る。

「この合同説明会で、大変なショック

をうけたので坑初めてで勝手がわから

なかったということもありましたが、学生

が全くうちのブースに関心を持ってくれ

なかったんですD席に座ってくれる人が

ほとんどいなかった。」

この経験から、まずは学生にとって

魅力的な企業にするべく職場環境を改

善していこうと考えたのだという。

「恥ずかしながら当時は就業規則さ

えきちんと把握していませんでした。こ

れではまずいと思い、書店に行っく先

進的な就業規則の事例について勉強

をしました。」

こうして業界では異例の週休2日制

の導入、有給休暇の完全取得を目指す

ことに決めた。

急進的な改革は難しかったが、5年

くらいかけて完全な週休2日制に近づ

き、7年で浸透したという。

20年前、合同説明会の席が全く埋ま

らなかったという同社だが、現在では採

用募集が数名のところに約400名 の応

募があり、説明会も多いときでは20回

以上行うことがあるという。その様子は

TV取 材が入ったこともあったほどだ。

「バス停からリクルートスーツを着た

学生が列をなしてここにやってくるんで

抗 うちは一貫して説明会は、本社に来

てもらうようにしていま曳社内で働く従

業員は押しかける学生たちに大変刺激

を受けるんで坑 内定までに採用面接

は、全部で5回程度行いますから、のベ

でいうと相当な数の学生がここに足を

運ぶことになる。すると
“
なんでこんなに

自分の会社は人気があるのだろう、そん

なに魅力があるのかな
"と

考え、当社の

社員であることを誇りに思うようになる。

それによる社員のモチベーションアッ

プ効果はかなりのもので坑」

毎年時期がくると、拓新産業に多くの

学生が訪れる姿を頻繁に目にするよう

になる。これは、地域へのPRに もなって

いる。

職場改善による採用人気向上の結

果、同社の平均年齢は同業では若めの

32歳。オフィスを見渡しても若い人材を

含めたあらゆる層の従業員がそろって

おり、サークル活動やイベント行事もさ

かんに行われ、社内に活気がある。

近年の学生にとって人気業種とはい

えない業界であり、なおかつアクセスの

いい場所とはいえない立地条件にある

同社であるからこそ、この人気ぶりは、職

場環境の良さを直接的に強調する。

しかし、週休1日が当然だった同業界

内で反発はなかったのだろうか。

「建設現場というのは日曜だろうが、

なんだろうが工期の関係で仕事をする

業界で坑休日でもお客さんがあければ

あけるところがまだまだ多い。はじめは

当然社内からも、お客さんからも反対が

ありました。他社と比べて不利にならな

いか、皆不安を感じていたんですね。け

れど社員に、
“
休みは現状のままでいい

のか
"と

問うと、一転、その答えはNOな

のです。それならば、マイナス的な考え方

ではなく、実現できるように問題′点をクリ

アしていくことを考えていきました。」

導入してみると、週休2日制の導入に

は予想したほどの混乱はなかったとい

う。しかし、つまずきはじめたのは「完全

な」週休2日を目す旨したころから。

他社が活動している土曜日に全社員

を不在にするのには無理があった。

「結局、全社員が休むのは第2土曜日

だけと定めました。年間スケジュールを

各部署ごとに話し合いで作り交代制を

とっています。土曜出社した社員には別

の日に代休をとってもらう。こうすること

で週休2日を維持していま曳」

これによっくお客さんに対しても、誰

もいなくなる土曜日は月に1度だけと話

し、ご理解をいただいたのだという。業

界的にどうしても変えられない部分は



―

―

―

明日から自社で活かすヒント

ワークシ ョップ型の研修 を取 り入れることで、

体暇制度の意味 を自ら理解 しても らう。

風土 を改善 してい くためには、 ト ップか らの

直接的、継続的な語 りかけが有効。

社 員満足 を向上 させれば、顧客満足の向上 に
つながる仕事 がで きるよ うになる。

若者にとって魅力のある職場環境を考え、クライアン

トに休みを合わせる業界慣行があるなか、早い時期

から週休 2日 などの休暇制度 を断行 した結果が、人

材採用力に大 きく表れている。中規模企業にとって

トップが直接語ることが重要であること、またその伝

え方が参考になる。また、社員満足度の向上が顧客

満足度アップの確かな道筋であるとの考え方のもとに

休暇を位置付けていることも注目に値する。

無理をしないというのが長く続ける秘

訣だとか。

そうはいっても、労働時間だけで考え

れば早く仕上がる他社に軍配があがっ

てしまうこともあるだろう。同社に発注

が集まる理由はどこにあるのだろうか。

「社員満足が高まれば、社員の顧客

に対する態度が変わってきま曳 ダイレ

クトに顧客満足を優先するのではなく、

ある意味で社員満足を優先し、社員を

通じて顧客満足につながっていくことを

望んでいます。また、お客さんの要望に

あわせて休日出社をすればそれだけの

休日手当が発生しま坑 そうした意味で

はある程度割り切って休みをつくること

は経営メリットにもつながってきますЭ」

社内で休暇はどのようにして浸透し

ていったのだろうか。

「当然、急に週休2日といっても社員

にはすぐに浸透しない。浸透というより、

信用しません。休みを推奨してはいるけ

れム休むと実は影で評価が下がって

いるのでは ……などという心配をした

社員だっていたかもしれない。20年 前

というのはまだそういう時代だったの

で抗 そこで、朝礼などの機会を使つて、

トップである私から直接社員によびか

けをはじめました。具体的には3カ月お

きに、休暇取得率の低い社員の名前を

読み上げることを3年 間続けました。J

このアクションによつて藤河社長の本

気度が伝わったという。やがてこの役目

は社員からの申し出により総務にバトン

タッチされる。その後、このしきたりは今

でも続いている。

また、藤河社長の望む風土を新入社

員が応援してくれたという。

「休みを奨励する企業として新卒採

用を行っていますので、4回 の新卒採

用を行えば、4期 分のあたらしい社風

に沿つた若手が入社してきます。これに

よって休暇をよしとする風土の浸透速

度が増していきました。」

同社では、会社の考え方 を知ってもらう

ことを目的として、ワークショップ形式

の研修 を頻繁に行っている。研修委員会

が設けられており、社員が発案 した手俗

りの研修 を行 う。議義形式の押 し付けで

はなく社員同士で討議 をさせ、自ら気が

ついてもらうことを大切に している。例

えば 「他社 と比較 した自社のプラス面、

同じ効果を狙い、新卒の採用説明会

に交代で従業員にも参加をしてもらっ

たという。トップの意見を知ってもらうい

い機会だと考えたのだ。そのほか、手

間、時間、費用をかけ自社の取り組みの

意味、意義を感じてもらうためのワーク

ショップも用意している。

「外部から講師を招いての研修とい

うのは、スキル研修には向いています

が、社内風土に関しては全く不向きで

曳 こうした研修では自ら考えてもらう機

会をいかにつくるかが課題で坑」

同社には「一流の中小企業を目指し

たい」というスローガンがある。「人間、

基本的な欲求が満たされなくては自己

実現などできません。だから職場環境

は整えてあげなくてはいけない。」とは

代表の考え◇最後に藤河さんは、こうま

とめた。

「大手企業に比べて就職人気がな

い中小企業だからこそ、人材に対する

努力が必要。人が来ないと嘆く前に職

場環境を改善する努力が必要で曳」

マイナス面」を話 し合いグループ発表す

ることで自社の休暇制度がもた らす効

果 を知ることになるという具合だ。こう

した研修は15名 程度を数グループにわ

け、半 日を要 して行 う。集 める社員は、

階層別、職場別 など 「タテ、ヨコ、ナナ

メ」といろいろな集め方 をするのがポイ

ン トなのだという。
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■

自作のワークショップを通 じて自社の取 り組みを伝 える

いろいろなグル ー ビングで社 員 を集 め、自 ら考 え

させ る機会 を設 けてい る
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